
　置かれている状況について不平を言うのではなく改善するために

　前向きに進む事の行動力を持つ事。

　前月号で当事業所に介護支援専門員1名の増員がある事をお伝え致しました。
　1月付で女性の介護支援専門員が入職致しました。
　今後、当事業所においては、介護支援専門員２名での事業展開となります。
　より一層、確かなサービスの形成に向けて頑張っていく次第です。
　宜しくお願い致します。

　ほぼ、ついにといった感じですが、次期介護保険制度改正に向けてその内容が鮮明に
　なって参りました。かねてからの「地域」で対応する福祉、医療においてその活動力を向上
　させていく仕組みに制度全般が変わってきます。いきなり変われるものではないので徐々に
　その意味を地域の全ての人や資源となるものが理解して行く事で「地域で支えられる」
　仕組みになる事を望みます。その過程の中では、現状の制度のリズムも少々変わります。
　ケアマネの存在意義も含めてしっかりと進んでいきたいと考えています。

本当に良い介護って何？

　介護においては、機械作業ではないので、（機械も徐々に導入されますが・・。）その介護
　を提供する事業所（会社）であったり、その従事者である専門職でも確かに介護サービスに
　おける「差」が発生すると思います。介護とは何か。を問われても正確な答えは算数の様に
　は出ません。介護はそこに携わる人と人との繋がり、信頼関係、簡単に言えば人である事の
　温かみがあってこそ成立する事とも思います。

　地域ケア包括システムへの転換に向けて
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